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採点基準

採点可能項目

資料１

問題のねらい

解答例

答案（画像データ）

※採点については、採点者による採点（目視採点）を行うことを想定。

採点効率化のための一定の処理
（クラスタリング等）

採点基準等を用いた条件ごとの採
点結果(条件適合性の確認)

段階別表示
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○ センターと大学が共同で採点を実施する場合、センターと各大学の作業分担の整理が必要。

○ 特に、「Ⅵ．採点基準等を用いた条件ごとの採点結果」や「Ⅶ．段階別表示」の採点工程について、設問内容によ
り各大学がどの部分を担うか調整する必要。なお、大学における採点効率化のための採点システムなどの必要性
については大学のニーズに応じ今後検討。

※ センターが段階別表示まで行う場合、答案や採点結果の具体的
な活用方法は各大学の判断。
誤字・脱字や文法表現の適切性については共通試験の採点に
なじまない可能性がある（国語）。

形式確認

・文字数

・必須ワード
本文引用
など

内容（解答要素）確認

・結論が適切か

・根拠、理由が適切か等


